
第5回 緩和ケア部会 報告
平成29年12⽉8⽇（⾦）開催

https://ganjoho.jp/med_pro/liaison_council/p_care/shiryo5.html



本⽇のご報告内容

• 都道府県単位の緩和ケアの質の向上に関する
取り組み状況

• 地域単位の緩和ケアの連携強化に関する取り
組み状況



3. 尊厳を持って安⼼して暮らせる社会の構築

(1) がんと診断されたときからの緩和ケアの推進

① 緩和ケアの提供体制（取り組むべき施策）
拠点病院は、緩和ケアの質の評価・改善に努め、
緩和ケアの質の評価に向けて、第三者を加えた
評価体制の導⼊を検討する。

第3期がん対策推進基本計画



実施済 10
(21%)

計画中 7
(15%)

検討中 14
(30%)

検討していない 16
(34%)
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●実施済，計画中の都道府県の具体的な実施⽅法（複数回答可）
実施済
(n=10)

計画中
(n=7)

会議や検討会などの対⾯による議論 2 3

相互訪問による実地評価 6 4
特定メンバーによる実地評価 2 2
その他 1 1
数値は都道府県数を⽰す。

●都道府県内で第三者を加えた評価を⾏っているか（N=47）

都道府県がん診療連携拠点病院連絡協議会 緩和ケア部会 2017.12（修正）

【事前アンケート】都道府県単位の緩和ケアの質の向上
緩和ケア領域の第三者による評価体制の導⼊



取り組みの⼯夫
• わらしべ⻑者⽅式で相互訪問を実施予定（テーマ：苦痛のスクリーニングと緩和ケ

ア研修会）（東京）
• 施設規模等が似た3-4施設ごとのグループを構成し、相互チェックを開始（福岡）
• できていないことの指摘ではなく、どうすればできるか⽅策検討のための相互訪問を

計画（愛知）
• 県内の拠点病院間での実地交流に関する規約や実施⼿順を作成し、実地交流

を開始（徳島）

取り組みに関する問題点
• 評価指標や基準が不明瞭である
• 各施設で緩和ケアに係る予算や⼈員が異なり、基準の設定が難しい
• 訪問⽇程の調整が⼤変である
• スタッフへの負担が⼼配
• 効果が不明

【事前アンケート】都道府県単位の緩和ケアの質の向上
緩和ケア領域の相互評価体制の導⼊

都道府県がん診療連携拠点病院連絡協議会 緩和ケア部会 2017.12



都道府県がん診療連携拠点病院 連絡協議会緩和ケア部会 ⼤阪府: 飯島正平 先⽣ 資料 2017.12
⼤阪国際がんセンター がん対策センター http://www.mc.pref.osaka.jp/ocr/council/council1-1.html

⼤阪府がん診療連携協議会 緩和ケア部会
PDCAサイクルの確保

「全施設共通課題」と「施設の個別課題」に関する
PDCAサイクルについて、共通の評価表を⽤いて情報共有



県内の緩和ケアチームを対象とする研修で、緩和ケアチームセルフ
チェックプログラム（緩和医療学会）を⽤いて、PDCAサイクルを確保

都道府県がん診療連携拠点病院 連絡協議会緩和ケア部会 福井県: ⽚⼭寛次先⽣ 資料 2017.12
緩和ケアチームセルフチェックプログラム（⽇本緩和医療学会）https://www.jspm.ne.jp/pct/jishisetsu.html

福井県がん診療連携協議会 研修部会
福井県緩和ケアチーム研修



三重県がん診療連携協議会 緩和ケア部会
緩和ケアのピアレビュー

都道府県がん診療連携拠点病院 連絡協議会緩和ケア部会 三重県： 松原貴⼦ 先⽣ 資料 2017.12

県内の地域がん診療連携拠点病院の緩和ケアのピアレビューで
PDCAサイクルの「CHECK」「ACT」に取り組む



（３） 社会連携に基づくがん対策・がん患者⽀援
① 拠点病院等と地域との連携について

（取り組むべき施策）
• 国は、地域で在宅医療を担う医療機関等において、拠点病院等の医療

従事者が連携して診療を⾏うこと、地域の医療・介護従事者が拠点病
院等で⾒学やカンファレンスに参加したりすること等の活動を可能とする連
携・教育体制のあり⽅を検討する。

• 拠点病院等は、緩和ケアについて定期的に検討する場を設け、緊急時
の受⼊れ体制、地域での困難事例への対応について協議すること等に
よって、地域における患者⽀援の充実を図る。また、国は、こうした取組を
実効性あるものとするため、施設間の調整役を担う者の養成等について
必要な⽀援を⾏う。

第3期がん対策推進基本計画



（３） 社会連携に基づくがん対策・がん患者⽀援

（個別⽬標）
• 拠点病院等は、医療と介護との連携を図りつつ、地域における
緩和ケアの状況を把握し、地域における緩和ケアの提供体制
についての検討する場を３年以内に設けるなど、地域における
他の医療機関との連携を図る。都道府県は、その開催状況を
把握することに努める。

第3期がん対策推進基本計画



「まあそう思う」，「そう思う」と回答した施設数 N=53

ｎ(%)

• 2次医療圏内の緩和ケア医療⽀援のマップやリストがある 45(84.9)

• 地域内の緩和ケア関係者が集まり、医療者が顔を合わせる
意⾒交換の場がある 46(86.8)

• 地域内の緩和ケアの関係者が集まり、連携上の課題や問題を
話し合う体制がある 32(60.4)

• 地域連携の課題解決に向けた改善活動が⾏われている 29(54.7)

（該当施設が9割未満の項⽬抜粋）

都道府県がん診療連携拠点病院連絡協議会 緩和ケア部会 2017.12

【事前アンケート】地域単位の緩和ケアの連携強化



取り組みの⼯夫

• 緩和ケアセンターが中⼼となり、関係職能団体と協⼒して在宅緩和ケアマップを作
成している（⻘森県中）

• 多職種カンファレンスでは、地域医療機関からより多くの意⾒をもらえるようテーマを
選定し、「えんたくん：円盤状の段ボール板」を活⽤した話し合いを⾏う（駒込）

• 緩和ケアチームメンバー等による地域の施設訪問による、顔の⾒える関係作りに取
り組む（福井県⽴，岐⾩⼤）

• 地域のかかりつけ医による緩和ケア提供体制づくりを⽬指し、少⼈数制の勉強会を
⾏っている（兵庫がん）

取り組みに関する問題点

• 病院の連携部⾨と緩和ケアセンター部⾨との連携体制の構築が課題
• 医師会や⾏政との連携を構築するための情報が少ない
• 地域という範囲の設定が難しい
• 地域に緩和ケアリソース⾃体が少ない

【事前アンケート】地域単位の緩和ケアの連携強化

都道府県がん診療連携拠点病院連絡協議会 緩和ケア部会 2017.12



⻘森県⽴中央病院の取り組み

都道府県がん診療連携拠点病院 連絡協議会緩和ケア部会 ⻘森県⽴中央病院： ⼭下滋 先⽣ 資料 2017.12



【研修⽬的】
地域全体で緩和ケアを推進していくために、⼆次医療圏レベルでの顔
の⾒える関係づくりを促し、連携における地域の課題が整理され解決さ
れるよう、地域の医療福祉従事者間のネットワークを築いていく⼈材を
育成する。

【地域緩和ケア連携調整員とは】
「がん治療病院」と「地域医療を担う関係者」との地域のネットワーク構

築を促す。
地域の課題を抽出し、解決に向けた取り組みを⾏っていくための事務

局的な役割を担っていく者である。
研修は、がん拠点病院の地域連携担当者を主な対象として想定して

おり、地域連携体制を構築していくための⼿法について⾝につけるこ
とを到達⽬標としている。

厚⽣労働省委託事業
平成30年度地域緩和ケア連携調整員研修



地域緩和ケア連携調整員の役割

地域全体で、がんにおける緩和ケアを提供できる基盤を作っていくため、地域のがん
医療と緩和ケアに関する医療福祉機関、職能団体等が円滑に連携できるよう、関係

者間のネットワーク構築を促す活動を⾏う現場の担い⼿

●地域づくり
地域の緩和ケア連携の課題解決に向け、その地域に沿った取り組みを⾏う事務局的
な活動を担い、がん患者の⽅々が地域内で適切な緩和ケアを受けることができるよう、
地域連携の課題の解決を⽬指す

●顔の⾒える関係づくり
地域内の既存のネットワーク等を活⽤しながら、地域内の関係者が顔を合わせて意
⾒交換を⾏える場を作り、基盤となる顔の⾒える関係づくりを進める

●体制づくり
拠点病院の院⻑や郡市医師会などの地域内のキーパーソンのバックアップのもとで、
緩和ケア関係者が集まり地域の緩和ケア連携の課題等について話し合う場の設定を
⾏う



ネットワークを築いていく活動を牽引する
旗振り役と事務局機能を果たすチーム

【リーダー・旗振り役】
がん診療連携拠点病院などに所属し、
地域（⼆次医療圏）全体の緩和ケアの連

携を進めていく⽴場にいる者。
地域の緩和ケアについて「現場の意⾒」

を取りまとめていく役割を担う

がん診療連携拠点病院⻑、各職能団体や協議
会、既存のネットワークの代表、⾏政（がん対
策担当）など、地域の中の決め事を決定するこ

とができる⽴場にいる者。
地域緩和ケア連携調整員が活動しやすい環境を

作り、連携体制の整備を⽀援する

地域のキーパーソンや各施設、各職種団
体の状況を把握しており、地域の関係者

と直接やりとりをしている者。
実務を担う地域連携の要

【地域緩和ケア連携調整員・事務局】

【バックアップ・世話⼈】



地域緩和ケア連携調整員の活動例

在宅医の困りごと抽出

カンファレンスや症例検討会に参加し、
各施設の関わり方や改善点を考える

医師とケアマネージャーをつなぐ

地域で開催されている勉強会等の情報
を集めて地域内に周知する

関係者間でスムーズに
コミュニケーションが図れるよう気を配る

合同会議等を企画・
運営する



研修のグループワークで取り組むこと

• ⾃分の地域の課題の整理
• どんな地域を⽬指すのかについての
検討

• 実現に向けて地域で取り組むべきこ
とを検討

• 具体的な⾏動計画の⽴案
• ⽬標達成時期の設定



厚生労働省委託費 地域緩和ケアネットワーク構築事業

平成30年度 地域緩和ケア連携調整員研修

■ベーシックコース

第一回 平成30年8月4日(土)・5日(日)
第二回 平成30年12月8日(土)・9日(日)

■アドバンスコース

第一回 平成30年9月15日(土)・16日(日)
第二回 平成31年2月9日(土)・10日(日)

■フォローアップ研修

平成30年10月28日(日)
https://ganjoho.jp/med_pro/training_seminar/care/



緩和ケア研修会e-learning
がん等の診療に携わる医師等に対する緩和ケア研修会e-learning
https://peace.study.jp/pcontents/top/1/index.html

＊平成30年4⽉より稼働
＊指導者ID・事務担当者IDは、各指導
者研修会修了者宛てに本年3⽉31⽇に
メールにて連絡


